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楽しみながら技能を高める

体育科の指導の工夫

－ －運動課題別のゲーム活動を取り入れて

特別研修員 中野 健司 （高崎市立中央小学校）

《研究の概要》

本研究は、運動課題別のゲーム活動を取り入れ、効果的な運動の経験を積み重ねること

、 。 、によって 楽しみながら運動の技能を高めることをねらいとしたものである 具体的には

集団的スポーツであるサッカーの学習において、ドリルゲームやタスクゲーム、ミニゲー

ムを取り入れていくことで、楽しみながらサッカーの基本的な技能を身に付け、さらにそ

の技能を生かしてゲームを楽しむことができるようにしたものである。

【体育 小学校 ドリルゲーム タスクゲーム ミニゲーム】キーワード

Ⅰ 主題設定の理由

激変する現代社会においては、健康や運動に関

する子どもたちの問題も多い。運動や遊びなど体

を動かす体験の減少によって起きる精神的ストレ

スの増大や人間関係の希薄化、運動能力や体力の

低下、運動する者とそうでない者の二極化などが

あげられる。このような現状を踏まえ、学習指導

要領では、体育科の目標に「心と体を一体として

とらえることや運動に親しむ資質や能力を育成す

ること」を示している。

本校では、高学年になるにつれて校庭で遊ぶ児

童は少なくなり、いつも同じ友だちと同じ遊びを

している傾向がある。その理由を聞いてみると、

「つかれる。仲よしじゃない。同じようにできな

い 」などの理由をあげていた。さらに、新体力。

テストの結果や体育の学習の様子から考察する

と、体力不足の問題や運動技能が十分に身に付い

ていないことも要因のひとつであることが分かっ

た。このような点から、運動に親しむ資質や能力

を育てるとともに、運動の基本的な技能を高める

ことが本校の課題となっている。

ボールを使った運動の学習は、低学年のボール

投げゲームやボール蹴りゲーム、中学年の○○型

ゲーム、高学年のバスケットボールやサッカーな

どがある（以後ボール運動とする 。児童は、こ）

れらの運動に喜んで取り組んでいる。しかし、運

動を得意とする児童は楽しめるが、なかなかボー

ルにさわれない児童や、積極的に活動できない児

童もいる。このように技能に差がある実態であっ

ても、みんなが楽しめるようにルールやコートを

工夫して授業を行ってきた。しかし、ボール運動

の基本的な技能を保障するための指導を十分に行

うことはできなかった。

そこで、ボール運動の基本的な技能を高めるた

めに、運動課題別のゲーム活動を取り入れ、楽し

みながら技能の向上を図りたいと考えた。

小学校低学年から中学年にかけては、ゴールデ

ンエイジと呼ばれ、運動の技能を高めたり習得し

たりするのに適した発達段階にあると言われてい

る。従って、この時期に技能を高めるための活動

をたくさん経験することは大変有意義であると考

える。また、ゲーム活動を通して成功体験を重ね

ることで運動が好きになったり、運動の楽しさや

喜びを味わうこともでき、運動に親しむ資質や能

力の育成につながると考える。

以上のように、運動課題別のゲーム活動を取り

入れ、効果的な運動の経験を積み重ねることによ

って、楽しみながら運動の技能を高めることがで

きると考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

ボール運動の学習において、運動課題別のゲー

ム活動を取り入れれば、楽しみながら運動の技能

を高めることに有効であることを、実践を通して
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明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

次の過程を通して、楽しみながら技能を高める

ことができるであろう。

追求する過程１において、個人のめあてに合１

った運動課題をもつドリルゲームを行えば、意

欲的に活動することができ、基本的な技能を身

に付けることができるだろう。

追求する過程２において、チームのめあてに２

合った運動課題をもつタスクゲームを行えば、

チームの一員として、攻めや守りの状況に応じ

て動こうとすることができるだろう。

まとめる過程においてミニゲームを行えば、３

運動量を確保しながら作戦を意識して活動する

場面が増え、基本的な技能を生かしてゲームを

楽しむことができるだろう。

Ⅳ 研究の内容と方法

１ 研究の内容

(1)「楽しみながら技能を高める」について

ボール運動の楽しさには、ボール操作の楽しさ

と、そのことを通して友だちとかかわる楽しさが

あると考える。ボール操作では、投げる・蹴る・

とる・打つなどの動作を思いっきり行ったり、う

まくできたりした時に楽しさが味わえる。また、

活動を通して、友達と一緒に学んだり話し合った

りすることで友達とかかわる楽しさを味わうこと

もできる。そして、投げる・蹴る・とる・打つな

どの個人の動作やボールを持たない時の動き、チ

ームの作戦を生かすための動きを技能ととらえ

る。これらが、ゲームの中で発揮できるようにな

った時に、技能が高まったと考える。

(2)「運動課題別のゲーム活動」について

ゲームを楽しむうえで、個人やチームで身に付

けたい個人的あるいは集団的な技能を運動課題と

考えた。この運動課題（例：シュートの力をつけ

る、パスをつなげるなど）を解決するための手立

てとなるようにゲーム活動を設定した。

本研究で行うゲーム活動では、基本的な技能を

身に付けるドリルゲーム・集団的な技能を身に付

けるタスクゲーム・これらの活動の成果を発揮し

、 。たり 確かめたりする場としてミニゲームを行う

このゲーム活動を授業の中に取り入れることで、

児童は基本的な技能や集団的な技能を身に付ける

ための練習をゲームとして楽しみながら行い、結

果として技能を身に付けることができるようにな

ると考える。

運動課題別のゲーム活動を次の３つのようにと

らえた。

ア ドリルゲーム

ゲームを楽しむために必要な基本的な技能を高

めるための活動である。ボール運動の一部分を取

り上げ、どのような結果になればよいかをはっき

りさせ、課題を回数や時間、点数で表しポイント

制にする。技能の向上を具体的な数値で知ること

ができ、仲間と競争するなど楽しみながら基本的

な技能を身に付けることができる。

イ タスクゲーム

チームとして、作戦を意識して協力して動ける

ようにするための活動である。ゲームを行ううえ

、 、で 自分がチームの一員としてどんな役割があり

攻めや守りの場面でどう動いたらよいかを理解し

、 。て ゲームの中で生かせるようにするために行う

この活動に課題として回数や時間、勝敗などを設

定して、仲間や相手チームと競争したり教え合っ

たりして、楽しみながら学習できる。

ウ ミニゲーム

ドリルゲームで身に付けた技能やタスクゲーム

で習得した動き方を、より発揮しやすくしたゲー

ムである。少人数で行うことやコートを人数に合

わせて狭くすることで、運動量が確保でき、ボー

ルに触れる回数が多くなる。そのため、一人一人

の役割がより明確になり、攻めと守りの状況を判

断して動くことができるようになる。

２ 研究の方法

研究の見通しに基づき、次のような計画で授業実践及び検証をする。

(1)授業実践計画

対 象 高崎市立中央小学校 4年1組 （男子15名 女子11名）

単元名 サッカー型ゲーム
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時期・時間 10月中旬から8時間

(2)検証計画

検証項目 検 証 内 容 検 証 方 法

見通し１ 追求する過程１において ポイント制を取り入れるなど実施方法を工夫し 観察（児童の活動、 、

）個人のめあてに合った運動課題をもつドリルゲームを行うことは、意欲的 の様子・つぶやき

に活動でき、パスやシュート等の基本的な技能を身に付けることに有効で 学習カード

あったか。

見通し２ 追求する過程２において、チームのめあてに合った運動課題をもつタスク 観察（児童の活動

）ゲームを行うことは、チーム内での自分の役割に気付き、パスをもらう動 の様子・つぶやき

きや攻めと守りの状況に応じた動き方を知ることに有効であったか。 学習カード

見通し３ まとめる過程において、ミニゲームを行うことは、運動量を確保しながら 観察（児童の活動

）作戦を意識して活動する場面が増え、パスやシュート等の基本的な技能を の様子・つぶやき

生かしながら状況に応じて動けるようになり、ゲームを楽しむことに有効 学習カード

であったか。

(3) 抽出児

児 童 体を動かすことが大好きで、グループの中心になって運動を楽しんでいる。また、休み時間や体育

Ａ の学習、課外活動でも活躍している。しかし、自分が楽しめることや自分が活躍できることを優先

する場面が目立つ。そこで、タスクゲームやミニゲームでチームの作戦のために自分の役割を理解

し、みんなで協力して作戦を成功させようとすることの楽しさや大切さが味わえるようにしたい。

児 童 まじめに学習に取り組むが、いつも一緒にいる友達が決まっていて、運動が苦手だという意識をも

Ｂ っている。ドリルゲームを通して楽しみながら基本的な技能を身に付け、タスクゲームやミニゲー

ムで多くの友達と励まし合いながらゲーム活動の学習を重ね、運動の楽しさを味わいながら技能を

高められるようにしたい。

Ⅴ 研究の展開

１ 単元の考察、目標及び評価規準

単 サッカー型ゲームは、コート内で攻守が入り交じりながらボールを主に足で扱い、ドリブルやパスを

元 つないで攻め、パスの方向に動いてゴールを守りながら得点を競い合うことを楽しむゲームである。

の ４年生は身体機能や運動技能の向上が著しい時期であるが、運動の経験や足を使って行う運動である

考 ことから、技能の個人差が大きい。従って、集団的スポーツであっても、児童一人一人が運動の基本的

察 な技能を身に付けることによって、ゲームをより楽しむことができるボール運動であると言える。

目 自分やチームの運動課題を解決するためのゲーム活動を行い、基本的な技能を身に付けることができ

標 るようにし、身に付けた技能を生かしてゲームを楽しむことができるようにする。

単 運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能

元 友達と協力して楽しみながらゲーム活動 自分やチームのめあてに合っ サッカー型ゲーム

評 に取り組もうとしている。また、互いに役 たゲーム活動を行い、その運動 を楽しく行うために

価 割を分担してゲーム活動を行うとともに、 課題の解決に向けて取り組み、 必要な基本的技能を

規 勝敗を素直に認めようとする。さらに、安 自分の役割に気付いて作戦を意 身に付けている。

準 全に気をつけて運動しようとする。 識して動こうとしている。

ア、運動や健康・安全への関心・意欲・態度

おおむね満足できる状況 十分満足できる状況

具 ①基本的な技能を身に付けるためのゲーム活動 ①基本的な技能を身に付けるためのゲーム活動に意欲的に

に取り組み、その楽しさを味わおうとしてい 取り組み、友達と教え合いながらその楽しさを味わおう

体 る。 としている。

②ルールやマナーを守り，勝敗を素直に認め気
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の 持ちよくプレーしようとしている。

③友達と協力して用具の準備や後片付けをし ③進んで用具の準備や後片付けをし、安全に気をつけ、

評 安全に気をつけて運動しようとしている。 て運動しようとしている。

イ、運動や健康・安全についての思考・判断

価 おおむね満足できる状況 十分満足できる状況

①自分やチームのめあてに合ったゲーム活動 ①自分やチームのめあてに合ったゲーム活動に意欲的

規 に取り組み、その運動課題を解決しようと に取り組み、その運動課題を進んで解決しようとし

している。 ている。

準 ②自分の役割に気付き、攻めや守りの状況判 ②自他の役割に気付き、攻めや守りの状況判断が素早

断ができ、動こうとしている。 くでき、みんなと協力して動こうとしている。

ウ、運動の技能

おおむね満足できる状況 十分満足できる状況

①蹴る、投げる、とるなどの基本的な技能を ①積極的にゲーム活動に取り組み、蹴る、投げる、と

身に付けている。 るなどの基本的な技能を身に付けている。

②攻めや守りの動きを理解し、基本的な技能 ②味方や相手の動きに応じた攻めや守りの動きを理解

を生かしながら、楽しくゲームができる。 し、基本的な技能を生かしながら、楽しくゲームが

できる。

（８時間）２ 指導と評価の計画

活 動 計 画 支援及び指導上の留意点 評価項目・評価の方法・観点

つ ・４チームに分かれる。

・友達と協力して用具の準備や後片付

けをし、安全に気を付けて運動しよか １

うとしている。

む

①ボールにさわった回数 ②シュート決めた本

③数敵のじゃま・止めた回数 ④ボールをとっ

た回数 ⑤よく動いていたか

追

２

求 ・

・自分のめあてに合ったゲーム活動に３

取り組み、その運動課題を解決しよす ・

４ （ ） 。見通し １ うとしている

る

・

１

○

過程 時間
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・自分やチームのめあてに合ったゲー

ム活動に取り組み、その運動課題を

解決しようとしている。

追

求 ５

・

す ６

る （ ）見通し ２

○ ・ルールやマナーを守り，勝敗

を素直に認め気持ちよくプレ２

ーしようとしている。

・Ｃ１リーグはサッカー経験者チーム、Ｃ２リ

ーグは未経験者中心のチームとして、だれも

が力を発揮しやすいチームになるようにする

ま ○Ｃ１リーグとＣ２リーグに分かれて、

リーグ戦

と ７

・

め ８

（見通し ３）

る

○

Ⅵ 研究の結果と考察

１ 追求する過程１において、ポイント制を取り入れ

るなど実施方法を工夫し、個人のめあてに合った

運動課題をもつドリルゲームを行うことは、意欲的

に活動でき、パスやシュート等の基本的な技能を

身に付けることに有効であったか

児童の実態から、

の５つのドリルゲームを行

った。多くの児童が、シュートやドリブルの力を

つけることをめあてとしたため 「シュートをね、

らえ」と「シャトルランリレー」を重点的に取り

組むこととした。

「シュートをねらえ」では、自分で蹴ったボー

ルがハードルを

通過すると ナ、「

イスシュート」

「ゴール」と言

いながらガッツ

ポ ー ズ を し た

り、飛び上がっ

たりするなど、

楽しみながら意

欲的に活動できていた（資料１ 。そして、すぐ）

にボールを拾い、次のハードルへ走って行ってチ

資料１ シュートをねらえの様子
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ャレンジしていた。３ｍ、４ｍ、５ｍのハードル

へシュートを決めて集まってきた児童の中から

は ボールのまん中を蹴ると真っ直ぐとぶ 蹴、「 。」「

る足をグーにするとよくとぶよ 」などの声が聞。

かれ、技能のポイントを意識しながら基本的な技

能を身に付けていたことが分かった。

Ａは最初の練習から５ｍまでゴールを決め、４

台目のハードル（６ｍ）を置いて練習したり、反

対の足で蹴る練習を取り入れたりした。Ａや技能

的に高い児童は、ねらって蹴るだけでなく、もっ

とスピードのあるボールを思い切り蹴りたいとい

う気持ちがあることが感じられた。Ｂは最初、転

。 、がすような蹴り方でゴールできなかった そこで

、 。足をグーにして 強く蹴ってみるように助言した

ボールがよくとぶようになり、５ｍまでゴールで

きるようになった。パスの技能が向上してきたこ

とで、楽しさも増してきたことが、活動の様子や

学習カード（次頁資料５）からも分かった。

シャトルランリレーは、４ｍ先のラインまで１

人が２往

復し、６

～ ７ 名

（１チー

ム）で行

うドリブ

ルリレー

である。

各チーム

ごとの練

習では、

走りながらドリブルするとボールを蹴りすぎて、

足元からボールがはなれてしまう児童が多かっ

た。そこで、技能のポイントを提示しながら、ど

うすればボールがとびすぎないでドリブルできる

かを問い、つま先でボールの下を押すことを確認

した。その後は、遠くまで蹴ってしまう児童は減

った。また、準備運動の段階で足の内側・外側・

つま先・甲・かかとでのボールタッチを毎時間繰

り返し行うようにし、ボールに触れる感覚をつか

めるようにした。

シャトルランリレーを始めた頃は、勝敗だけに

こだわる言動があった。そこで、ポイント制（１

秒縮めるごとに１ポイント）であることを強調し

た。その後は、順位よりも、チームのタイムを縮

めることが大切であるという雰囲気が感じられる

、 。ようになり 仲良く教え合えるようになってきた

資料２ シャトルランリレーの様子

、 。３回の活動で 最もタイムを縮めたチームで12秒

４チームでの平均タイムが約５秒短くなり、ドリ

ブルの技能が向上したと考えられる。

Ａはドリブルもターンも上手で、すばやい動き

でチームの中心となり活躍していた。友達に対し

ても「もっと速くターンして」などと結果を求め

る言葉が多かった。そこで 「Ａが見本を示した、

り、ポイントをアドバイスできると、チームワー

クがよくなり、みんなやる気になるのではない

か 」と助言した。その後の練習では、友達にア。

ドバイスができてよかったことを振り返りカード

に記している(次頁資料５)。Ｂは最初右足だけで

ドリブルしていたが、練習を繰り返すうちに両足

でドリブルできるようになったり、ターンも速く

なってきた。

シュートをねらえとシャトルランリレーは３時

間続けて重点的に取り組んだため、児童の上達感

、 （ ）。は徐々にではあるが 高まっていった 資料７

以上のことから、追求する過程１において、ポ

イント制を取り入れるなど実施方法を工夫し、個

人のめあてに合った運動課題をもつドリルゲーム

を行うことは、意欲的に活動でき、パスやシュー

ト等の基本的な技能を身に付けることに有効であ

ったと考える。

２ 追求する過程２において、チームのめあてに合

った運動課題をもつタスクゲームを行うことは、チ

ーム内での自分の役割に気付き、パスをもらうた

めの動きや攻めと守りの状況に応じた動き方を知

ることに有効であったか

児童の実態から「パスゲーム 「２対２ 「ボ」 」

ールけり出しゲーム 「５本連続パス」の４つの」

タスクゲームを準備した。

各チームのめあては次の通りである。

・パスをつないでせめる （２チーム）。

・みんなで協力して動く （２チーム）。

サッカーでは、集団としての機能を高めるため

に、ボールを持たない時にどう動けばよいかを知

ることが重要である。そこで、各チームのめあて

に合ったゲーム活動として、パスをもらうための

動き方を知る「パスゲーム」と攻めと守りの動き

方を知る「２対２」を行うこととした。タスクゲ

ームは、技能面でグループ内が同レベルになるよ

うな４グループに分かれて行った。

パスゲームは、守りを抜いて味方にパスするゲ

ームで、ボールがもらえるコースを見つけて動く
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ことを課題としている。守りが２人いるとパスコ

ースを見つけにくくもらう側がうまく動けなかっ

たので、

守りを１

人にしパ

スのコー

スがはっ

きり分か

るように

した。そ

の後は、パスがもらえるコースを探して動けるよ

うになった。また、ボールを持っている人の名前

を呼びながら動き、パスがつながるようになって

きた。ふり返りカードの中には「どこへ動けばパ

スがもらえるかが分かった 」とか「動いてもら。

えるようになった 」とあり、ボールをもらうた。

めにどのように動いたらよいが理解できたと考え

られる。

Ａは最初、自分で動いて自分でパスを通してし

まい、味方と協力してパスをしようとはしなかっ

た。そこで、守りのチームにＡをしっかりマーク

するように頼んだ。その後は、味方にパスを出す

機会が増え、協力して攻めるようになってきた。

Ｂのグループは蹴るのではなく、まず、守りの位

置を見て動けるよう手で投げたり、転がしたりし

てパスをするポートボール型で練習し、動きが理

解できるようにした。Ｂが、蹴ってパスを通すに

は、守りを見ながら動き、ボールを素早く蹴るこ

とが必要だということが分かった。

、 「 」次に 攻めと守りの動きを知るために ２対２

を行った。

ボールを

持ってか

ら１回の

パスやド

リブルで

シュート

できるよ

うにコー

トの大き

さを10ｍ×15ｍとした。２つのハードルをゴール

とし、１人が１つのゴールを守ることがはっきり

分かるようにした。このことで、守る時には決め

られたゴール前へもどればよいことがはっきり分

かり、素速く動けるようになってきた。しかし、

４人が全部ボールの所へ集まってしまうグループ

資料３ パスゲームの様子

資料４ ２対２のタスクゲーム

もあった。そこで、このグループでは、相手ボー

ルになったらホイッスルで知らせたり、みんなで

声をかけ合ってもどったりするよう助言した。そ

の結果、もどりが早くなり、攻めと守りの動きの

切りかえは自分たちでできるようになってきた。

自分の近くに来たボールにのみ対応することが

多かったＢが、自分から動くようになってきた。

これは 「２対２」で攻めや守りの動きがはっき、

り分かり、自分の役割や責任を自覚したためだと

考えられる。初めてシュートを決めた喜びが振り

返りカードからも分かった（資料５ 。また、Ａ）

が味方へ見事なパスのアシストをした場面もあっ

た。振り返りカードにも「うまくパスできてよか

った 」とあり、協力して攻めることの楽しさが。

感じられ

たことが

分かった

( 資 料

５ ) 。

２つの

タスクゲ

ームの活

動を通し

て、パス

をもらう

動きは理

解でき動

けるよう

になって

きた。ま

た、相手

のパスや

動きを止

める守り

の動きは

理解が深まり、動けるようになってきた。

以上のことから、追求する過程２において、チ

ームに合った運動課題をもつタスクゲームを行う

ことは、チーム内での自分の役割に気づき、攻め

や守りの動き方を知ることに有効であったと考え

る。

３ まとめる過程において、ミニゲームを行うことは、

運動量を確保しながら作戦を意識して活動する場

面が増え、パスやシュート等の基本的な技能を生

かして、状況に応じて動けるようになり、ゲームを

資料５ ふり返りカード

Ａのふり返りカード

Ｂのふり返りカード
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楽しむことに有効であったか

まとめる過程では、Ｃ１リーグとＣ２リーグを

作り、各リーグ４チームの総当たり戦を行った。

サッカー経験者や休み時間にサッカーで遊んでい

る男子と、それ以外の児童の技能差が大きく、別

々のリーグで戦った方が、一人一人の技能を発揮

できるのではないかと考えた。コートも今までの

半分の大きさとし、ゴールはコーンとコーンの間

（10ｍのひもをかける）とした。周りを見てパス

できるリーダーを守りの中心にして、ポジション

を決めて戦った。

Ａも守りの中心として戦い、ボールにさわった

回数が６回から12回、敵のじゃま・止めた回数が

（ ）。２回から６回に増えていた ゲームの中の動き

また、友達の得点やよいプレーを認めることがで

きるようになり、協力して戦うことが楽しく感じ

られるようになってきたことが学習カードの振り

返りからも分かった。最初は来たボールに対応す

るだけだったＢも、ボールを持っている敵をマー

クする動きが進んでできるようになった。Ｂが、

敵からボールをカットする場面も見られるように

なり、身に付けた基本的な技能を生すことができ

ていた。

Ｃ２リーグでも、今まで消極的だった児童や女

子が積極的に動くようになり、何本もシュートを

打つようになるなど、基本的な技能がゲームの中

で生かされるようになってきた。

、 、全体を通して ミニゲームでは守りの形を作り

ポジションを決めたことで、一人一人がどこに動

いて守ればよいかがはっきり分かるようになっ

た。その結果、ミニゲームになってから、ゲーム

の中でのボールや相手に対する動きは、どの動き

も50％程度増えていた。運動量が確保でき、ボー

（ ）。ルに触れる回数も増えたことが分かる 資料６

このように、ゲームの中での動きが増えたことか

ら、ミニゲームになってより楽しいと感じる児童

が増えたことが、学習カードや形成的授業評価か

資料６ ゲームの中の動き（クラス全体）

試しゲーム ミニゲームボールや相手への動き

ボールにさわった回数 １０３ 回 １６０ 回

シュート決めた本数 １１ 本 １６ 本

敵のじゃま・止めた回数 ４２ 回 ５９ 回

ボールをとった回数 ３２ 回 ４１ 回

らも分かった（資料７ 。）

以上のことから、まとめる過程において、ミニ

ゲームを行うことは、運動量や作戦を意識して活

動する場面が増え、基礎的な技能を生かして、ゲ

ームを楽しむことに有効であったと考える。

Ⅶ 研究のまとめと今後の課題

○ サッカーの基本的な技能を身に付けるための

活動として、ドリルゲームやタスクゲームを取

り入れることによって、楽しみながら基本的な

技能やゲームの中での動きを身に付けることが

できたものと考える。

○ 本研究では、課題別のゲーム活動を取り入れ

て、楽しみながら技能を高めることをテーマに

授業実践をしてきた。児童のめあてをまとめ、

クラス全体として運動課題をしぼり、ゲーム活

動に取り組んだ。今後は、場作りや実施方法を

より簡素化して、児童の多様なめあてにも対応

できるように工夫していきたい。また、ボール

運動だけでなく、他の領域の運動にもゲーム活

動を広げていきたい。
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